
 

■意見提出方法 平成２４年８月１３日（月）～９月３日（月）

■周　知　方　法 『広報ひがしくるめ』（平成２４年８月１日号）及び市ホームページに、パブリックコメント実施について掲載

■公　開　方　法 ①市ホームページに公開

②環境政策課（市役所５階）、市政情報コーナー（同２階）、市内各図書館に備え付け

■意見提出者数 ６名
■意　見　件　数 ４０件

【東久留米市環境基本計画中間見直し 検討の視点】

東久留米市環境基本計画中間見直し　パブリックコメントの結果について

　この度の東久留米市環境基本計画（以下、本計画）の中間見直しは、本計画が策定されてから５年以上が経過し、上位
計画にあたる国や都の環境基本計画の改定や、東久留米市の第４次長期総合計画の策定、都市計画マスタープランの
改定が行われたことなど、上位・関連計画の多くで見直しが行われたこと、またこの間に起こった社会情勢の変化等を計
画に反映させることを目的に行っています。
　そのため、今回見直しや修正を行った箇所は、基本的に本計画の残りの期間（平成２７年度までの４年間）内に実現可能
な内容を反映させるにとどめており、それ以上の長期的な視野に立って取り組むべき内容については、次の本計画改定の
際に改めて検討するものとします。



東久留米市環境基本計画に寄せられたご意見（パブリックコメント）とその対応

提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

基本目標
１

都市宣言した湧水と清
流を保全し、水と緑と生
き物を守り、育てるまち

「都市宣言した」は
不要である

宣言していなければ保全しなくてよいのかという
ことになる。（第一主義と第一義の違い）

今回の見直しにおいては、東久留米市らしさを前面に押し
出したいと考えました。湧水・清流保全都市宣言を行った
ことを、東久留米市の湧水と清流を保全するうえで非常に
大きなトピックとして捉えており、市民、事業者へ広く周知
していくことも含め、敢えてそのことを基本目標に出すこと
が重要と考えます。よって、提案した計画で進めていきま
す。

基本目標
２

地球環境対策に取り組
む、安心で美しい、資源
循環のまち

「地球環境対策に」
→「くらし（又は生
活）環境対策に」

・「地球（全国）規模」は国連、国の守備範囲。
・「都道府県規模」は都道府県の守備範囲では。
・「地域（日常の暮らし・生活空間)規模」は市町
村の守備範囲ではないか。

地球環境対策は、地球レベルで環境問題を指しており、
守備範囲という概念はないと考えます。オゾン層の破壊、
地球温暖化等の対策は、市民を含むすべての人々の問
題であり、提案した計画で進めていきます。

個別目標
４

地球温暖化問題へ対応
できるくらしをつくる

「地球温暖化問題」
→「低炭素型社会」
「くらし」
→「くらし（又は生
活）環境をつくる」

①地球温暖化そのものに、議論（異論）がある。
・国連ＩＰＣＣも「気候変動」と表現し、地球温暖化
は極力使わないようにしている。
②エネルギー・資源の少ない国、その多くを輸
入に頼る我が国として、省エネ・省資源型（低炭
素型）のまちづくりを。
③くらしの表現は、個々人・一人一人の生活・く
らしの意味が強く、そのくらしを環境基本計画が
つくるのではなく、市民が住み易い環境を整備
することが、その役目ではないでしょうか。

「個別目標」は、環境要素別に基本的な方向性を示したも
のであり、「低炭素社会」という表現も一案であると考えま
すが、より一般に浸透している表現を用いるべきと考え、
「地球温暖化問題」という表現を採用しています。
IPCCでも2007年の第４次報告書では「温暖化がおこって
いると断定」としています。
また、環境基本計画を皆で取組むということから「くらし」と
しており、「くらし（又は生活）環境をつくる」への変更は主
として行政が進めるものという意味にとられる可能性もあ
ると考え、提案した計画で進めていきます。

個別目標
６

健康で安心できるくらし
をつくる

「くらしをつくる」
→「くらし（又は生
活）環境をつくる」

“くらし”という表現は、個々人・一人一人の生
活・くらしの意味が強く、そのくらしを環境基本計
画がつくるのではなく、市民が住み易い環境を
整備することが、その役目ではないか。

上記と同様の考え方です。

該当箇所 意見書の要旨
意見書に対する市の考え方



東久留米市環境基本計画中間見直しに寄せられたご意見（パブリックコメント）とその対応

施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

湧水地や河川の美
化に努めます。

「湧水や河川の美化に努めま
す」
→「雨水幹線からゴミが流入しな
いよう、雨水排水へゴミを捨てな
いよう公告します。」

不法投棄・ポイ捨ての防止に関する取り組
みは、個別目標５に記載されています。ご提
案の内容についてはこの中で対応されるも
のと考えます。

湧水地及び周辺環
境の保全に努めま
す。

「周辺環境」
→「緑地」

　このサイトに湧水地や河川の美化
に努めるとありますが、美化は、主観
的な言葉であり、自然環境の保全と
されてはいかがでしょうか。この方向
での美化であると考えます。また、湧
水地周辺は、人工物ではなく、自然
物、緑地主体の水源涵養の緑地が
不可欠と考えます。
　水とみどりが、この計画ではかなら
ずしも一体になっていないようです
が、湧水地と周辺緑地として、一体化
して考える必要があると思います。
　立野川周辺は、緑地公園、樹林地
等、市有地化がすすんでいますが、
さらに、谷頭地や将来は周辺農地の
市有地化と市民による保全活動が必
要であると考えます。

「湧水地の周辺環境」の中には緑地も含ま
れるものと考えますが、ご提案の趣旨を踏ま
え下記の通り表現を修正いたします。

■修正案
湧水地及び、緑地等周辺環境の保全に努
めます。

黒目川、落合川等の
河川における水量・
水質調査を継続し、
都や近隣市と連携し
て、水質汚濁の防止
対策を進めます。

「黒目川、落合川等」
→「黒目川、落合川、立野川等」

　平成の湧水百選選定では入ってお
りませんでした立野川が、湧水都市
宣言に明記されたことは、重要と考え
ております。
　立野川は東久留米市が管理する普
通河川で、谷頭をふくむ周辺の緑地
の残る源流地域のある、市内唯一の
河川です。源流域から、通年で湧水
がみられます。

ご提案の趣旨を踏まえ下記の通り表現を修
正いたします。

■修正案
黒目川、落合川、立野川等の河川における
水量・水質調査を継続し、都や近隣市と連
携して、水質汚濁の防止対策を進めます。

「蓋された河川(特に出水川・楊
柳川)の蓋をとる。黒目川・落合
川の旧河川を復活させる。消え
たかつての水路を復活させる。」
を追加する。

暗渠化された河川の復活については、将来
的に市の水辺環境を考える上で大きな課題
と考えますが、治水等総合的な検討が必要
なため、今後の検討課題として整理いたしま
す。

意見書に対する市の考え方

市

①湧水や清流
の保全・回復

個
別
目
標
１

意見書の要旨該当箇所



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

市民
「湧水・清流の基となる地下水の
水位の現状把握に協力しま
す。」を追加する。

ご提案の地下水の水位の現状把握につい
ては、困難であると考えます。下記の通り取
り組みを追加いたします。
■追加案
井戸の水位の現状把握に協力します。

事業者
「湧水・清流の基となる地下水の
水位の現状把握に協力しま
す。」を追加する。

ご提案の地下水の水位の現状把握につい
ては、困難であると考えます。下記の通り取
り組みを追加いたします。
■追加案
井戸の水位の現状把握に協力します。

市

「市民・事業者の協力を得ながら
湧水・清流の基となる地下水の
水位の現状把握を主導します。」
を追加する。

ご提案の地下水の水位の現状把握につい
ては、困難であると考えます。下記の通り取
り組みを追加いたします。
■追加案
市民・事業者の協力を得ながら井戸の水位
の現状把握を実施します。

市民
住居の建設時には、
雨水貯留・浸透施設
の設置に努めます。

「宅地内に降った雨水の貯留・
浸透に努めます。そのための施
設の設置、砂利詰溝などの仕組
みを導入するよう努力します。」

雨水貯留・浸透施設の中にはご提案にある
ような砂利詰溝も含まれると考えます。

事業者
事業所における雨水
貯留・浸透施設の設
置に努めます。

「事業所敷地内に降った雨水の
貯留・浸透に努めます。そのた
めの施設の設置、砂利詰溝など
の仕組みを導入するよう努力し
ます。」

雨水貯留・浸透施設の中にはご提案にある
ような砂利詰溝も含まれると考えます。

②水量の確保

個
別
目
標
１

①湧水や清流
の保全・回復



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

市

宅地開発等の際に
は、雨水貯留・浸透
施設の設置を促進し
ます。

①「宅地・事業所敷地内に降っ
た雨水の貯留・浸透のための施
設の設置、砂利詰溝などの仕組
みの導入を促進します。」
②「宅地開発等」→「住宅または
店舗・施設発」
③「雨水貯蓄・浸透施設の設置」
→「雨水の貯留・浸透する設備
や舗装の敷設」

雨水貯留・浸透施設の中にはご提案にある
ような砂利詰溝等も含まれると考えます。ま
た、より雨水貯留・浸透施設の設置を促進
する必要があるとの考えから、下記の通り
表現を修正いたします。

■修正案
雨水貯留・浸透施設の設置を促進します。

市
樹林地や農地等を
保全し、地下水の涵
養を図ります。

文末に「特に重要度の高い区域
は、公有地化を検討します。」を
追加する。

個別目標２-①にて、樹林地の公有地化に
関する取り組みが示されており、地下水の
涵養は公有地化の目的の一つと捉えていま
す。

施策の方向③として「地下水の
保全と管理」を追加する。
＜各取り組み内容＞
○地下水の水位・水質等
市民：協力する。
事業者：協力する。
市：地下水の水位・水質・流れ
(みず道)等の調査は市が責任を
持つて継続的に実施する。
○汚染対策・予防/揚水調整
市民：協力する。
事業者：協力する。市・(都)の指
導に従う。法令遵守する。
市：地下水は公共の財産の観点
から地下水の水収支、水質の管
理、汚染の場合の即時の処置等

地下水の水位については「①湧水や清流の
保全・回復」に取り組みを追加しました。水
質調査については、今後の課題とさせてい
ただきます。

③排水対策の
推進

市

公共下水道の接続
率（水洗化率）の向
上のため、広報紙等
を通じて普及促進し
ます。

公共下水道の接続率（水洗化
率）100％を目指し、未接続者へ
直接協力を依頼します。

公共下水道の接続率100％は、市として目
指すべき最終目標と考えます。よって、「…
のため、未接続世帯に対する対応強化を図
ります。」に変更いたします。

②水量の確保

個
別
目
標
１



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

①樹林地の保
全

市

歴史的に保全されて
いる緑や水等の環
境と調和したまちづ
くりを進めます。

「歴史的文化的遺産の保全と緑
や水辺等の環境との調和したま
ちづくりを進めます。」

樹林地の保全の取り組みとして、「歴史的に
保全されている緑や水等の環境と調和した
まちづくり」という表現が、より簡潔に取り組
む内容を伝えられると考え、今回の中間見
直しで表現を修正しています。

市
農地の維持・保全に
努めます。

①「農地と、一体となっている雑
木林・屋敷林そして並木等の維
持・保全に努めます。」を追加す
る。
②「近隣の新興住宅居住者に
は、農地の重要性の理解と協力
を得られるよう努めます。」を追
加する。

①のご提案については、現在策定中の緑の
基本計画にて対応いたします。
②のご提案については、農地の維持・保全
に関する取り組みの中で行われていくものと
考えます。

市民

市民農園・体験型農
園の利用、農業イベ
ントや交流会の参加
等、農業にふれあう
機会を持ちます。

文末に「更に個別農家の農作業
支援などの活動を行います。」を
追加する。

市民による農作業支援活動については、生
産者との綿密な事前調整が必要であり、取
り組みの実施については今後の検討が必要
と考えます。

③公用地内の
緑化の推進

市

公共施設において
は、効果的で景観に
配慮した植樹や緑化
をすすめます。

①「公共施設」→「公共施設及び
その駐車場」
②「小中学校校庭や裸地公園の
緑化を進めます。」を追加する。
③「白山公園の湿性公園区域の
整備計画を進めます。」を追加
する。

　駐車場も施設の一部ではありま
すが、施設というと箱モノばかり
連想され、駐車場という面積的に
は大きなスペースが後回しにされ
そうな気がするので、敢えて記載
する様、提案したものです。

①のご提案については、公共施設の駐車場
も「公共施設」という用語の中に含まれると
考えます。
②のご提案については、ご提案の視点を含
めた中での取り組みとしています。
③のご提案について、白山公園は調整池を
有しており、当面、現状暫定利用を継続する
計画でいます。

②農地の保全

個
別
目
標
２



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

個
別
目
標
２

④緑のネット
ワークの構築

市

街路樹、遊歩道、緑
道を整備し、緑の
ネットワーク化を図り
ます。

「緑のネットワーク化」
→「在来の生き物が行き交うこと
のできる郷土樹種を主とした緑
の回廊（ネットワーク）化」

　環境基本計画の「緑を守り、育
てる」目標で云う「緑のネット
ワーク」とは何か、定義がありま
せん。
　守り育てるべきものは、東久留
米の緑（＝植物）と、これを基と
する食物連鎖が成す生態系ではな
いでしょうか。
　ネットワークとはエコロジカル
コリドー＝地域植生で構成される
回廊です（これは「日本をリード
する議員のための政策塾」でも講
義されています）。
　これを市民一般に正しく・解り
易く、従来の文言に加えたのが提
案の理由です。

街路樹等の樹種を選定する際には、郷土の
樹種に配慮することを含めた広い視点の取
り組みとしています。



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

市
生き物に配慮した河
川改修、公園整備等
に努めます。

「公園整備等」→「樹林地・公園
の整備」

樹林地の整備について、「公園整備等」とい
う用語に含まれるものと考えます。

市

生き物に配慮し、水
辺空間や雑木林、公
園、街路樹、遊歩道
等の緑のネットワー
ク化を図ります。

①「生き物に配慮し」
→「生き物の移動空間として利
用できるよう、」
②「特に希少な生き物であるホト
ケドジョウ（魚）やツミ（鳥）が永続
的に棲める自然環境を維持する
ことを目標のひとつとして、保全
に努めます。」を追加する。

【提案詳細】
市内で継続的に営巣・繁殖が観察さ
れている希少な生き物として、清流に
棲む魚のホトケドジョウや、樹林に棲
む猛禽類（生態系の高次消費者）の
ツミの生息環境の維持を、水とみどり
それぞれの自然環境保全の指標の
ひとつとすることで、保全活動内容に
具体性ができる。
【参考】
▼ホトケドジョウ
環境省レッドリスト：絶滅危惧ⅠB類
東京都レッドリスト（北多摩）：絶滅危
惧ⅠA類＋ⅠB類
▼ツミ
東京都レッドリスト（北多摩）：絶滅危
惧ⅠA類

「生き物に配慮する」とは、移動空間の確保
を含めた生息環境全般への配慮を行うこと
と考えます。特に希少な生き物に対しても、
これら東久留米市における生き物の生息環
境全体の中で位置づけられるべきものと考
えます。

②生き物に関
する意識啓発

市

市民・事業者等と連
携して、生き物や生
態系に関する実態
把握に努めます。

「市民・事業者等と連携して、」
→「市民・事業者・市民団体・有
識者等と連携して、」

本計画の推進体制は、市民・事業者・市が
相互に協働して環境活動を推進することとし
ており、この「市民」の定義の中には市民団
体も含みます。また有識者とは必要に応じ
て連携していくものと考えます。

公共交通機関や自
転車の利用促進に
向けた呼びかけを行
います。

文頭に「街道沿いの歩道や駐輪
場を整備し、」を追加する。

歩道や駐輪場に関する内容は、都市計画マ
スタープランにて対応しています。

新たな公共施設にお
いて、環境に配慮し
た計画を推進しま
す。

「環境に配慮した」
→「環境に配慮するとともに、エ
ネルギーセキュリティの確保され
た」

「エネルギーセキュリティ」という言葉は、ま
だ一般的に使用されている用語ではないと
考え、「環境に配慮した」といたしました。

①省資源・省
エネルギーの
推進

個
別
目
標
４

個
別
目
標
３

市

①生き物の生
育・生息環境
の保全・回復・
創出



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

①省資源・省
エネルギーの
推進

市
公共交通機関の充
実を要請します。

①「公共交通機関」
→「コミュニティバスなど公共交
通機関」
②「要請します。」→「努めま
す。」

この取り組みは、民間へ要請を行っていき、
利用を促進し、省資源・省エネルギーを推進
していくものです。

②再生可能エ
ネルギー等の
利用促進

「再生可能エネルギー等」
→「環境配慮型機器等」

　地球温暖化に対応する技術開発は
日進月歩であり、原案でも等の記載
がありますが、より広義な解釈ができ
るよう提案するものです。

現状、「再生可能エネルギー」が最も広く一
般的に使用されている用語と考え、今回の
見直しでもそのように用語の修正を行ってい
ます。

＜施策の方向＞「リサイクル対
策の推進」→「３R（リデュース・リ
ユース・リサイクル）対策の推
進」

市民
「不要となった製品の、リユース・
リサイクルに協力します。」を追
加する。

事業者
「取り扱い製品の、リユース・リ
サイクルを推進します。」を追加
する。

「不法投棄は所有者に引き取ら
せるなど、断固とした措置をとり
ます。」を追加する。

不法投棄の防止には、個人の意識啓発が
最も重要と考えており、その取り組みの強化
が必要と考えます。

「ポイ捨てゴミが雨水排水を経由
して川に流れ出る仕組みを広報
し、市の象徴である清流を汚さ
ぬよう、ポイ捨て禁止を普及広
報します。」を追加する。

ご提案の趣旨を踏まえ下記の通り取り組み
を追加いたします。

■追加案
ポイ捨てゴミが雨水排水を経由して川に流
れ出る仕組みを広報し、ポイ捨て禁止を普
及広報します。

個
別
目
標
６

①固定発生源
対策の推進

全体

抽象的な表現が多く、読みづら
い。抽象的な表現が多く、一般
市民・若齢層には読み辛いので
はないか。除草剤や化学肥料、
農薬など具体的表現を加えて欲
しい。

除草剤や化学肥料、農薬等に含まれる有害
化学物質が課題と捉えており、これらの薬
剤の使用量の削減に関する取り組みと合わ
せ、有害化学物質そのものに対する取り組
みが重要と考えます。

個
別
目
標
４

市
③不法投棄・
ポイ捨ての防
止

②リサイクル
対策の推進

３Ｒの考え方は重要なものと考えますが、「３
R」とすると範囲が広くなるため、提案した計
画と内容が合致しなくなるため、現行通りと
いたします。

個
別
目
標
５



施策の方向 施策の主体 提案した計画
寄せられた意見

（パブリックコメント）
理　　　　由

意見書に対する市の考え方
意見書の要旨該当箇所

都の推奨するエコド
ライブの推進を呼び
かけます。

市民に計画を普及する観点から
「都の推奨するエコドライブ」の
内容を説明する必要がある。

用語集にてエコドライブに関する説明を追加
いたします。

公共交通機関の充
実を要請します。

①「公共交通機関」
→「コミュニティバスなど公共交
通機関」
②「要請します。」→「努めま
す。」

この取り組みは、民間へ要請を行っていき、
利用を促進し、省資源・省エネルギーを推進
していくものです。

ご提案の趣旨を踏まえ、下記の通り表現を
修正いたします。

■修正案
学校において、市内の自然環境を、体験学
習などに利用できるよう体制を整備し、環境
教育、環境学習を市民・事業者と協働して推
進します。

④環境活動の推進項目　市の取り組
み欄では、あえて市民･事業者の文
言が入っており強い意志の表れを感
じます。同様に提案箇所においても
事業者･団体等が市に働きかけやす
いよう提案するものです。

上記の通りご提案内容を反映しています。

学校において、市内
の自然環境を、体験
学習などに利用でき
るように整備し、環
境教育、環境学習を
推進します。

①「体験学習などを利用できるよ
うに整備し、」　　→「体験学習で
きるように、有識者の紹介やビ
オトープ整備等を支援し、」
②「事業者・団体等と協働して」
を追加する。

個
別
目
標
７

市
④自動車公害
対策の推進

②学校・職場
での環境教育

市

個
別
目
標
６



<その他のご意見>
① 　市民による保全活動には、変動する自然環境及びそれに対する保全活動の実際の記録調査の保管と利用が必要であり、郷土資料室に、ぜひ

自然分野の資料室を設けられることが必要と考えます。
　将来的には、東久留米市立自然と文化の博物館を目標に入れていただけましたら、教育機関による環境教育、市民による環境教育、環境保全
活動のすべておいて、非常なる発展をみると考えます。　どうぞよろしくお願いいたします。

② 　環境のまちづくりは都市計画、交通政策、市民協働などと総合的かつ融合的、創造的に考える必要がある。緑のネットワーク、自動車公害対策、
樹林地の保全、農地の保全、も都市計画の策定で決まる。自動車公害対策も市・都の交通政策で決まる。まず、環境都市(湧水宣言都市)を謳う
ならば鎌倉市のように、市内中心部には居住者を除いて車の侵入を禁止することから始めなくてはならない。それで十分観光都市鎌倉で売り出
している。それで初めてここに書いてある環境の保全がやっとできるのである。独逸のフライブルク市は欧州の環境首都と称される。(投票で決ま
った。)東久留米市も日本の環境首都とまではいかなくてもせめて環境都市宣言できるように環境を整えたいものである。
具体的に提案する。（「これが東久留米市の環境都市だ」が添付されていましたが、ここでは掲載を省略させていただきます）
　○東久留米市を環境都市、観光都市として売り出すためには、水と緑が最大の目玉である。これは言わなくても分かることであるが、西武鉄道
　　が催す各種イベントの一つで東久留米の湧水寺社・神社めぐりなどは最低でも4000人の人が押しかける。10時から14時ごろまで人の波が切
　　れない。市が民間と協力して観光事業として立ち上げ、その上がりで観光・環境の整備をする。そのためにも、市として「水と緑」に最大の重点
　　目標を置き、その対策を講ずる。
　○地下水は市の公共の財産であるから資源として認識しその水循環・水収支の管理を厳重に管理する。
　○これらの政策を実効あらしめるために現在の市の湧水条例・緑条例等は現時点での情勢に適応しているか再点検が必要である。
早急に各有識者・市民・市議会議員・市職員等で構成される委員会で検討し実効ある条例を再上程することが必要である。

＜その他のご意見とその取扱い＞
　ご意見をお寄せいただきありがとうございます。今回の【東久留米市環境基本計画（中間見直し）検討の視点】からは外れると考えますので、こ
こでは紹介だけにとどめ、参考のご意見として取り扱わせていただきます。

                                                                                                                    パブリックコメントの詳細は、環境政策課まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　０４２－４７０－７７５３


